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1. はじめに

　現代の有機合成反応は金属触媒を活用して発展してきた．しかし、多くの触媒金属は希少で高価であり，また環境負荷の高い金属も使用されている．そのため、最近では金属に代えて，有機分子の触媒作用を利用する研究が盛んになっている．例えば，N-ヘテロサイクリックカルベン（NHC）触媒は，アルデヒドやアクリル酸エステルと反応し基質を活性化させることができ，Breslow中間体[1]やdeoxy-Breslow中間体[2]という活性種が生成する．本研究ではNHC触媒により発生したこれらの活性種を利用する新規反応の開発を目指し，・・・・。
2. NHC触媒とベンジルによるα,β–不飽和ケトンのダブルアシル化反応
　NHC触媒によるStetter反応はアルデヒドを求核剤に変換し，C-C不飽和結合をヒドロアシル化する有用な反応である（式1, A=H）．アルデヒドに代えて様々なカルボニル化合物を使用すると中間体IIが生成し、官能基A(A≠H)を導入出来る可能性がある。しかしこのような報告例は無く、全てAが脱離してHとなっている．[3]
　今回ベンジル 1を使用してこの可能性を検討したところ，エノン2（１当量）からダブルアシル化物3が高収率で生成し，ヒドロアシル化物は検出されなかった（式２）．この反応では・・・．
（図・表を含み2ページ以内で作成していただきますよう、お願い致します）

（8月4日（月）までにまでお送り下さい）
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